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（評価結果） 

Ａ（研究領域の設定目的に照らして、期待どおりの進展が認められる） 

 

（評価結果の所見） 

本研究領域は、多種多様な機能が明らかになりつつあるグリア細胞に着目し、神経回路の制御機構

の解明、グリアによる脳と末梢組織の関連の制御機構の解明、グリア細胞によるシグナル伝達のデコ

ーディング技術の開発の 3つの目標を計画研究、公募研究が連携しながら、それぞれに大きな成果を

論文発表していることは高く評価できる。またデータベースの構築、グリアデコーディング技術の共

有、本研究領域内の研究交流を活発に行う体制を整えたことも評価できる。さらに、アウトリーチ活

動による情報発信や若手研究者の育成に関する体制を整えたことも高く評価される。 

一方で、一つの懸念は、高い個別成果をまとめる統合的で新たなグリア像の方向性がまだはっきり

と提示されていない点である。今後の研究領域設定期間に期待されることは、異なる階層に渡る異な

る現象に関する個別のデータを統合して抽出し、グリアの新たな情報処理の原理、モデル、メカニズ

ムとして一般化していくことである。そのような新たなグリア情報処理像について、教科書にも記載

可能なレベルまで高めることは本研究領域の高い研究力を持ってすれば可能であり、グリアのデコー

ディング領域の成果として集約させていくことが必要である。 

 


